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相模湾の秋色をめててるうちに霊峰富士の雪を遠望する初冬の侯を迎えましたが会員各位にはます

ますご活躍のこと畠大鹿に存じます。

本年度も各レースを始め諸行事も各支部共々無事に進展し幾多の成果をおさめてNORCの躍進振

りを発揮いたしましたことは同慶の至りに存じます。

加入獅造艇も50沢以上のものが目立って多くなり、海外レースへの参加艇も雌桧鋲に活溌の気運

となり、なお、待鱈の小笠原諸島への外洋レースも実現の気運となりましたこと、‘,后達諾延1との交流

も逐次輔んになり、当協会の発展に鯏寺す場ところ多くなりました。

各位には年末年始を洋上－7送迎される計画も各人各様におもちと存じますか自艇と共に常に安全で

あることに細心の努力を払われ年来の目的を果されますことを念踊しております。

、第10回理事会開催さる
－

二

；
４
■
日
日
沖 日時昭和4210．15旧）

ところ京都市左京区山端於平八

讓題

第1号讓案昭和42年度運輸省業務驍杳報告の件

第2号議案1？67年制定の安全、計明り、レース各規則の完全実施承認の件

藻5号議案準会員、賛助会員に対する取扱の件

第4号議案入会金、年会費及び分担金等改定の件
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第5宗馬竈役員任期満了に伴う改悪の件

第6号議案￥｢入会員承認の件（定紋汁7条による）

第7箒雑‘孝その他

出席者～淵谷今長、秋田厨I会長、飯島専務理事、則武常務理事、渡辺、崎山外山、大嫉党、

車田、松木、頴川、角H二I、丹払大橋、井上各理挙

土肥監事

西内海支部黄冊1中敬一（特別参加）

審議に当っては各理事よりi侭溌な意見の交換があり、

特に才2，才4号議案について慎重審議され、各規則の完全実施をす遥ことに原則的には異論ほな

いが各支部における実状には鏥異ありローカルのものについても考鳶が払わなければならない志状に

あ）るのて関係委員会において判然とさすこととなったc

矛4号讓奉（入会金、年会餐等の件）については各支部も関東並に統一の意見が出されたが各支立!i

において特別会員と普遁会員をともに上l'fjること#よ困難な意見もあり、内海、東海文部でも若干の考

え方の相違もあり、明年度の予算については谷支部負担金を特別会員3．000、普通会員,.060て

本部予算て－，応計_こして収支予算書を作ることとなる。

才3号議案（準会員、替助会員の件）については定款の関係上準会員を止めてもとの候補生とす馬

ことに決定し、定められた負担余を納入することに決定した:，

以上王なる点について審讓経過を記してご参考にします。

へ

一

このたびの理事会に当りましては京都支部長、同支部各位から大変お世話になりましたことを付記

し感謝します。

今各委員 よりの報告
一
一
ゞ
一

1 ．総務委員会

常任委員会の開催

才9回････昭和42112㈹18：30出席者16卓
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議 題

1．クルーザー海津織奉め終了について（落合海事:碆及委員Wl4if)

2「才121til神子元噂iレーズ」(10/20～22)"'洞催娠ついて（落合帆走秀局

擬説明）

ろ．その他

A)8月定例相模浩ポイントレースの取消しについて（補富レース誇風報告）

B)その他

矛10回．…昭和42．10．5㈹18：50出席者21名

讓題

1．「才ろF11初島レース」(10/28～29)の開催について（小林秀一帆走委員長

説明）

2才10回理事会の開催に伴う提出議案について（飯島専務理事説明）

ろそ・の他

才11回･･･・昭和42．1′|・ｿ18：30出席者16名

誰題

1．「才12回神子元島レース」終了に伴う縊凪報告（落合帆走委員長説明）

2．「才ろ回初島レース」取り消しの経緯について（小田帆走秀員長（小林秀一氏と交

替）説明

ろ．「矛51可小網代カップ・レーズ」（11／25～26）の開催について（飯島元次帆

走委員長説1項）

4．その他

A)「ヨット泊地案内」の配布について

B)下期入賞艇表彰式、懇親会の開催について

c)その他

矛12回････昭和42．12．5㈹18：50出席者16名

識題

1．「矛11可シリーズカツプレーユ」終了に伴う経過報告（大儀見レース委員長説明）
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2．「矛51引小網代カップ・レース」終了に伴う経過報告

3.i偶和43年度事業計闘（蕊）竿について

1．％餐篭秀員会1．審全秀員会

1．計測委員会1．レース委員会

1．海事蒋及委員会1．水路委員会

1法規委員会

4．その他

2．安全委員会

12月1日18：50より日本船舶クラブ・会議室にて安全季闘会開催され、描山安全委員長より

本年度の安全検査巽施の各杢働に対して謝訶あり、併せて来年度の安全倹杏方法等について意見の

交樺を行われた。

なお本年産の壷全検脊印込挺は40隻でした。

（1）道難続篭

相模溝ではくジヨピアル・ファイブ・I>が沈没し、乗員はライフラフトて脱出、；青森県東方

海上ではくノロⅡ＞がマストを折損して道難；伊豆大島付近ではニュージーラント､船籍のトリマ

ランが商船に接触されて大破……等ﾉ厚のトラブルが続発。冬期は遭難が起きやすく、助かり難

い季節です。

(2)マスト折損の原因

へ

F

最近相い次いてマストを折損したくチルデ号＞及びくシレナ圭から詳しい報告か｡ﾉりました。へ

折損の原起は接着剤の老化で、＜尿素系接着剤を用いた強度部材は、5年以上祥過したら、接

着剤の老化に注意一安全規則、付－5－(4)－＞の典型的な実例で3-.

（3）トラフ．ルの報告

上記マスト折損の|票1弓、ジヨビフアイのライフラフトなど、オーナーの安全管理に重要なアト‘

バイスを今後も努力したいと思います。そのためには各艇オーナーからくトラブル報告＞を頂く

ことが最も重喪てす。さ細な事て､も是非とも協力的に報告して下さい．（安全委員長宛）
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ろ．計測委員会

毎月才1木曜日を計測秀員会と定め日本船舶クラブ会議室にて計測艇の結果及び当月中の行動等

について報告、協議を行われている。

これらの活勃について以下報告します。

1．1967年度計測（42．125現在）

（ﾕ）新規計測

ルナロツサIi、だぼはぜ、のぶちゃん、バレリーナ、卯月卯、月光Ⅱ、明日香、シーヮイツ

チ、彩雲、オリンパスⅢ、桜工

“再計測

ナジヤiI、利根、ロータス、K--7、アオレレⅡ、潮風Ⅲ、シレナ(5回）、高麗、ダモ

イ、さがみⅡ、シヤークX、潮風Ⅲ以上延14隻

(iii)甲込受付（未計測のもの）

浜弥、MIMI、シヤークX、レディーマリァナ

2．毎月才1木曜日計測委員会を開催、計測の打合せ、ルールの解釈、計測法の研究等活溌に活動

多大の成果を収めた。

ろ．計測証書の発行

本部の協力を得て、全計測艇の計祠|j証書を篭行した。

4．計測データーフアイル作製

計測値カート、インプットデーターシート、アヮトフ･ツトデーターシート計測証書原稿Fwile

を完成し、本部に保管した。

自挺のレーテイングに疑問を持たれたオーナーには、自艇に限り計算過程を見ていただくことが

出来る。なお、RORC計測法の実習については器具を購入帰国された小林委員に依るM工SS

SUNBIRDの実艇計測実習を各計測委員に対し12月5日小網代で行なわれる予定であったが

都合により延期された。

4．レース委員会

来年度（1968）のレース計画案を大儀見レース委員長他関1糸者にて目下検討審議を続けてお

ります。
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レース回数及び名称には変熨はありませんが、スタート地、スタート時亥'1及びコース等について

一部改革が行われる様壬-1-…

なお、本年始めて取り行われた「シリーズカツフ.レーユ」について来年度は春秋2垂に分れて開

催される様で、そいIx分は下記の予定の様です。

春～大島シリーズカツプレーユ（5／12．5／25．6／9の綜合点）

秋～神子元〃〃（10／6．10／18．11／10〃）

（麻里記）

5．水路委員会

へ-

前号にてお知らせしました「ヨット泊地案内」は海上保安庁の許可番号（才422507号）も受

け､各フリート単位にこ｣二t主XZZj<のお世話を煩して配布しております。

無所属（フリート）の方及び上述の配布に洩れた方々 は恐縮てすがNORC本部に折をみてお立寄

り、お受取りの上参考図誌として活用して下さい。

なお本誌刊行に際しましては飯島専梼理事のご厚意にて用紙調達していたNきましたことを感謝

します。

◇各レース経過報告及び会計報告（関東支部）

1．才12回神子元島レース（10／20～22）レース帆走秀員長落合公平

A)レーズ縄且報告

神子元島レース報告

帆走委員長落合公平

1スダートS42･10･20 25：00

2．コース小網代～神子元島（反時計!司り）～小網代約100浬

3．出走線21隻（参加人員96名）

4．天侯

スタート『1年(F)sW5～7M21日は崎一時曇、SW～sSW15M、22日午前快晴

約5時間ばNE2M午后N、NW、Wと変りろ～5M/S

---6.--

到国
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5．レース纈愚

スタート当日本士を東西に大きく包んだ高気圧帯は5日間のレースに安定した天気を予約す

るかに見えた。ところが毒に相草して何とか心と秋の空の例えに洩れずスタート直前になって

今迄のNEの微風は急凍に予絹外のS、SWの日命風と変り、スタートラインの維持さえ困難な

状況となった。高気圧が東西2つに割れ、丁度本土上でこれに低気圧2つが喰込んだ恰好とな

ってここに南風が吹込み始めたためらしい6スタート時SW7M/S既にうねりも相当☆きく

波頭は崩れ始めた。レース前途相当困雅を思わせ馬、マークポートはフラッシュ灯を乗せた儘

波間に沈み、役に立たない。辛じてスタート5分前モーターボートで代替のフラッシュ紅灯を

定位置に運びスタートラインの明示をしたのがせい－杯7急ある。此の状況下各艇勇躍、殆んど

がゼノア、フルセール．γ豪快にスタートを切る。スタートラインを見失い遅れた雍も5分磯に

は無事通渦西に向う。伴走艇飛車角II、ヱユコート艇I｣OTUS亦之れを追う。23:20保

安部宛211職出走を報告電話する．発信峰45分IJOTUSより才1信入る。Ⅲ小額代より

280o8浬風向SSW風寵15M/S視界割合良好、全艇視界内に有り（'と、其の篭？畦間

毎に入電、04：30依然として艇聞は2800にて真鯉に接近しつつあり、w1SW恭々 苗;く

これかせい－杯の上り11との報、各艇必死にクローーズ子頑張って居乙様子が電波を'･''してひし

ひしと本部に伝わる。真鶴沖4．5浬で各艇夫々 初島内側に回り込むもの、外側の悪浪を崎i引に

乗切り南下を企図するもの等々 自己の作戦行動に移りレーユ海面は一段と広が）る。結栄より見

るとここが今レース勝敗の才一軽機となった橇に思われる。即ち外側を強引に南下を策し灰二も

のに有利だったようだ｡05:40TII｣DHがマスト折損､γ急帰投、マストは縦にさけ、リギ

ン類セールは挺上に散乱し惨たん7こる有様なるも艇長以下乗組員一向すこぶる元気、何坪負傷

もなしとの報i寿に一妄,し､、後に提出された事故報告書に依ればマスト接着部に雨水侵入し湖が

殆んど効いて居ない状態でマストにかかったベンドでさけたものの由、何れにしてもあの':朝風

下、風下に落下せるマスト索具セール類を挺上に取込み、機走自力で帰投せるレース畦幽ま立

派である。又これを目撃したTONGAはレース中にも拘はらず一巡して安全確認の上“ザま

しの声をかけて再びレース続行に向ったとのこと共にNOROの面目躍如た為ものがある。

初島沿いに南下した艇は06：00川奈沖に達し、更に09；20稲取沖て前線通過する中を

MI(]RATOR、潮風Ⅲ、K7、SALMONU、月光Ⅱ、さがみ、、TONGA，八丈、

ヲ
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SIRENA、明日香、SHARK×等続々南下、硝々遅れて艇名不詳ろ艇続いて居ると迫OTUS

より報告入る。此の間IJOTUSは稲取入港、ピル屋上に望遠鏡を据えレース艇のチェックに当

る。14：15保安部より爪木崎沖90o3浬の巡視船スミダより21隻南下するを確認との報

を'蚤ける（内1艇は伴走艇飛車角]I)16:15稲取沖に引返才1船スピン無く北上を認め、17

：10更に続く3挺スピン展張にて北上確認、其の頃風依然としてSSW15M/S各艇スピン

にて快調に飛ばして居ることであろう。此の分では数時間でフイニツンユあるものと本部が待機

する中に21：52：35、K－7先ずファーストホーム、次いで約30分間隔でSAIJMONK

潮風Ⅲ、さがみIIの順に入る。TONGA、S工皿NAは15秒差のデツト‘ヒートで突込む、更
へ

に利根、もさⅢ、月光Ⅱ、八丈、明日香と伯仲して入り、コミツテイーは入港艇に接舷航跡図を－

取りに行くことも出来ない。計時、艇名確認がせい－柘一時間程間を置いてMIGRATOR

がスピンをからました侭入って来る。追手に強い同艇がスピンも使えずジブも上げ得ず、メイン

のみでのランニングはさぞくやしかったであろう。10分遅れてSHARKX、2時間置いてか

まくらとフイニツシユ、其の後ぱったりとだえて残る4艇の消息がつかめない。IJOTUSとは

夜間池信を前日17：00以降打切って居るので09：00迄は何等手掛りを得る方法がない。

04：30竜王丸より伊東入港、棄権の電話を受ける。余する艇は依然頑張って居るらしい。

此の間保安郡より残るろ艇の消息について問合せしきり。05：2Oどこから聞いたか朝日新聞

NHKよりTI迫り刑デスマストの件に関し、問合せが来る。又神州乗組員家族、友人からの電

話も1時|制毎にあり艇消息不明の儘本部は転手古舞0？：00より再開するI｣OTUSの無電

局より帰路に就いて居る由入電ある、残るMAMBOW、AOIJEIJEⅡ、神州は視界になしと
へ

のことで本部は頭が痛い。′10：30北上する2挺MAMBOW、AOIJEI｣EⅢに城ケ島2700

4浬でミーティング、AOIJELEⅡは既に棄権機走中の由、又MAMBOWの話によれば神州

とは爪木沖で出あって居り3～4時間は遅れて居〉るとのこと『)12:24:35MAMBO敢闘

の未フイニツシユ、残すは神州のみなるもMAlGOW情報以上の何も解らず本部には飯島さがみ

Ⅲ、名和飛車角Ⅱ、艇長始め友人もつめかけ手掛りを待つ。14：00保安部には一応現在残ろ

もの神州一隻と報告、タイムリミット迄一時電話連絡を打切る旨申入れる。一方共坤無線局には

佐島より下田方面に向うモーターボートに附近海面のヨット見掛け次才連縮頼む旨の手配をなす

も16：00迄何等手掛りなく、リミツトタイム迄余すところ2時間、日没迄も問がない。明る
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ぃ内に何とか艇影を握み度いとIJOTUS艇長金原氏に再度出動を乞い、基地無線局には定時

外当直を'衣頼、待機．日正に没せんとする17：50帰途に就こうとするIJOTUSが城ケ

島SW1淫で既に機走中の神州に出遭う。漸く愁眉を開く、リミツトタイムを過く．る12分最

終艇神州帰投して本レースを無事了す。直､らに保安部亡報告電話すると共に協力を感謝する。

本部閉鎖を了したのは21：00である。本レースは強風下で行われ、マスト折損1、プーム

トラプル2，スピントラプルろ他にセール破損、航海灯の破損等小事故は続出したが各艇適宜

の処置を採られ、大事に至らず無事レースを了したことは帆走委員として大変嬉しく各位のご

努力に感謝すると共に満腔の敬意を表します。終始ご援助隷いた保安部には毎度のこと乍ら深

甚の感謝を申上げます。尚本レース運行に無線を駆使自ら艇を出動してエスコートに当られ

たEOTUS挺長金原さん始め乗組の皆様有難う存じました。今後のレース運営の一試金石と

して大きな効果の得られたこと、又ヨット無線の実効確め得ましたことは何よりの収獲でした。

B)レース会計報告

収入の部

参加甲込料26隻

参加遅延科ろ〃

参加料（会員）77名

〃（一般）19〃

計

支出の部

レース本部運営費（宿泊費、食費、交通費）

才1回艇長会議借室料

通船借科

印刷費（帆走指示書、出艇表等）

特設電話及び電話料

－9－

円

26，000

6，000

58，500

58，000

108，500

円

35，665

2，100

3，000

1，500

4，655

42．10．50
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2．才3回初島レース（10／25～26）レース帆走委員長小田
、1－瓦一・..、.琴一･一 畠ﾕ童菩．↓『･Iざ、‘．．』ン掌、‘i､－も君

A)レース経過報告

．､ザ､二剛.

。、1'ウ67年度才ろ向初島レース報告書

〆

達
八↑

雄

（
’

〆 一一

本年度才3回の初‘粥レースは、台叫;34－号の上潅にともなう気象海況の悪化から、残念ながらし,－ス

取り消しといたしました。

なお、帆走委員会としてはフバレースの取')消しにあたって、下記の情況を判断決定いたした‘もので‘き

り支令-ので甲し添えますっ

二

iE

1．台風34号はレース準行の当日10月28日（士）早朝渥美半島に上陸、その後日本海を北上し

竜÷毎．

正午現在酒田沖にあったが勢ﾉ]は依然として984ミリバール､・中心附近の風距25m、中心より

半径500kmの範囲で15m以上の風速を維持している、台風の進行にともなって発生した副低

気圧は同日時に三陸沖にあり烏；9'.88ミリバールまで発達し、前記の台風とともに東北に551Km

~45kmの逆さで並進しているも一方華中には1022ミリバールの高気圧があり、ゆっくり東

進している。当日の頚況としては日本本土全体が台風の中心から福江までの気圧差31ミリバール

という急激な気圧傾斜の低圧帯のまっただなかにある情況であった。

2．19時横浜気象,今に対して当握胤会より相衡難を中心とする気象情況を照会したとこ,ろ、;i",略次

のとおりの1ｺ答があった。房、‐．、、‐。、‐、

（1）台風の形禅で現在:蕊上では南西10m前後《､)厨が吹いている。風ぼ夜半前線迩冊とともに北西

に変るが、今晩、明日とも10mllil後は予想される

旧）18時現在の風力・風向は大島南西15m、御前崎西12m潮の岬北西7m

へ

－10－



一

へ

（3）相樟蝿の波高は最大2.6mであるが、風が遁方向に変るにつれて若干はおさ黄為傾向にあ患も

のの、海両ほ相当悪化している。神奈川県・静岡県:．伊豆七島は強風波浪注意報発令中である。

ろ．1？時の出艇申込受付をした艇はMIGRATOR、I｣OTUS、sALMONjI、NmPTUNEK
.11

ざらかぜ、MAUPIT班、SIRENA、明日香、朝風、卯月r、あきつぎの11崖で、参加申込23

挺中12艇から出艇を取止の盈知があったo4'4委員会では帆走指示毒に従い、矛2回蕊長会議を19

時より開催し、各挺を長の見解を徴したところ、積極的に予定どおり決行すべしとの意見も、中止

すべしの意見もなく、スタート時刻延期を提案す毛もの数名があった‘，帆走委員会としてば、この

状況をふまえとりあえずスタート5時間莚期し、24時スタートに変更かたがたレース突施するや

否やについて(丈当然ながら当蕃員会に一任願い、結果は22時に各挺に連絡することとした。

4．その後、当委員会としてば次のとおりの検討を行った結果、221群10分レース取り消しを決定

し、各艇に対し連絡を行った‘、

（1）風向は大体西に蕊化し海面も日中に比較して若干おさまったものの、vクラス罐を含むレース

として{,,k相当な詞難と危険が予想されを肉

（2）帳浜気象台に22時再度照会を行った際の画]答内容は19時レーースを3時間延期した時点と変

らない。寒冷前線の混過したか否かも不明であ庵。

6）レース実行の場合、コミテイボート及びマークポートはアンカリングの|對係から小網代湾中に

設けなければならず、出艇数11であっても夜間、強風下における狭海面からのスタートは不測

の事故を発生せしめる恐れがある。

以上

昭和42年10月29日

l1汎走委員長小田達雄

－－11←



B)レース会計報告

'叉入の割く

奉加申込料

〃遅延料

計

50隼

5隻

支出の部

レース本部運営盛（宿泊費、食費、交通費）

才1回艇長会議借通料

コミツテイーボート借料

印刷税（帆走指示辞、出艇表等）

電話料

消耗品蟄

計

差引残額2，464円

31，000

10，000

41，000

28，465

2，700

3，000

1，500

826

2，045

38，536

円

円

(注）本レースは海洋状況により取り止めとなったので、参加i

は全額（45，000円）返戻したので計上しません。

（会員、一般）

5．才1回シリーズカツブレース（11/／12）レース帆走委員長大儀見黄

A)レース経過報告（後報します）

B)レース会計報告

収入の部

円

参加申込料（17隻）1ス000

計1ス000

－12－
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弾'5画I､照ｲ:ﾐカツプンース（11／25へ－26）レース帆走委員灸爺島元次

A)レース径.謬錨供

期'5回小鋼代カツプレース報誇書

師走冬燈受演烏元次

′ﾙー 獄軍'ツフ'レース{丈毎年11月_表の士!;営日に關'鵬され、穏力5～7<主常添吹ぎ咳1ナる禰礎錘

に誰てｲ了われを。猿嵐下のレースで、1IORcレース"1乍蝿の韓矢算にもつともふさわしい豪

．i･ペなシーースと言われてい碁．

j'1'L!:L/--x:x1ﾂさう::.§に鴬‘徒され､ﾌﾒーl･二;､テ-;j.:::&j::,学謝､-:…ｲー 大ー統'‘､索考謎'、誤擢が

ラヂオを遥じて知らさ土た!且ぃ卦のと‘みる巳で、個○レース仕輝身含みの入璋で小:麺代一夫島は

gW、大島回航后l,I｣ilに蛮り大島～小網代i::りば貝‘力6～7の寒冷前線にたたかれて令坑:津をクロ

ーーz示一ルトで走った珍i少しいレースであった。①さ季':･JFJr(2ﾝの夢ちやん（β)くるしお

ノT'？'『i'レース(1964年）に比較的NEの平穏な風に恵まれた快適なレースだった。4－1－．

(1)co．TEBSAj;-､2ﾉ且AGIJE③くるしお

淵▼3画レース（1965年）はレース中翁沈梶ほSWの強風と波浪との1灘いてあった。日没頃

やつと風早沖に達し、この頃より大島は暗曇につつまれ－段と風力を増し、波浪は益′r悪くなり

レース礎は悪戦苦闘した、このレースはクラスⅢ以上は全艇棄権してJOGのみ完走した、外洋

レースは乗組員の練度が勝負を決するという小網代カップ.レースらしいレーースになった。

のSIRE]NA(2)MOSSAⅢ③かまくら

才4回レース（1966年）はスタートの前夜以来海上は大時化でスタートした艇は申込艇の

約半数と云うレースで、Nmの強風下追手でメンセールをリーフしてスタートした。

・-－13－
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』
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!W.E;＃迄‘‘〕遮手はう.レーニング･ワ述琉で、頃合いをゑてシレ‘一ナが強引にスピンを展開したが、た

'．，ゼらう・画一チングして収り込,卓､”全#:;←段となって大鳥を回坑、その后のN悪の強風下小網代迄

‘コーーズ"ごﾙ汀.:'ど漁Lた°:rl)i'I叉朏IVA(2,さがみⅣ③稲竜

本fn?ﾉﾘ'5回レースは06:00'l､糊t湾口指定の位置にNEの微風‘でマークポートを設定し

たA1、09：00頃より‐一陣の突孔がマークポートをく･らつかせてからは風力を次矛に増した。

1〔）：00ス久一卜6m/SFCNE全蛭スピンを展開して大島に向った。

15800SAIJMONnより竜王崎砥晶、飛耳角Ⅱ、CHITAⅡ、潮風mを確認の旨無線
へ-

にて維杵された。15800より15：40迄に全艇は竜王崎を回航している。竜王崎～センバ

崎～元村の間は岸寄の艇沖を走る艇と、大鳥のブランケットと吹下しをいかに料理するか各艇は

秘術をつくしたらしい。

先行艇は16：00には元村沖を地過している。

l軋早崎をかわしてからはNE]10m/sEo前后の風に本船航路に入り、一時は本船回避に苦労

しつつ、黒潮の分流か、うまく潮をつかんだ庭は三崎迄に1時間～2時間の差をつけた。

23:50NADJAⅡ風早崎を逓昌后マストトラプルをおこし、風下の稲収に避航した旨白

崎艇長より電話連絡あり。

レース本部は01：30～02：00にトップ艇がフイニツンユすると想定したが00：55飛

車角Ⅱの航海燈を見て俄然活気づいた。銃いてCHITAⅡ、潮風Ⅲ、S工RENA､SAI｣MONII

とトップ・グループ．の暗夜整然とフイニツシユする光景は、私の筆力では表現することは出来ない。

03：53クラスⅣば八丈を先達にO工』YMPUSjil、もさⅢと闘志にもえて赤二灯のフイニツ

シユライン詮切っていった。

－14－
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MAUPITYHMAMBOWは風早崎より初烏に向い、姥行妊よりコースをはずした模様

で、遅れた時間に風向風力の差が加わり時に利あらず、敢闘したが艇長涙を飲んだところ。

13：50横須賀海上保安部に謝意を述べレース完了を報告、レース木部を解散した。

CHITA--Ⅱ東海支部より遠路回航の上、本レースに参加され魂_上化を添えられたことに

感謝します。初参加で着順2位綜合5位はさすが太平洋をのし歩いた東渉の雄か。

一

NEPTUNEⅨは出艇乗組員の構成が会員2名、非会員3名でレース淵加l1に逆反した。奮闘6

着でフイニツンユしたが失格したのは残念であった。

本レース終了に当り、関係各位のご援助を感謝いたします。

P)レース会計報告

第5回小網代カップレース会計報告

レース帆走委員長

飯島元次

収入の部

参加申込料20隻

参加遅延料2〃

参加料（会員）48名

〃（一般）15〃

円

20，000

4，000

24，000

26，000

74，000

一

Ｉ
式
Ｊ
１

三
口
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囹おしらせ

◎関東支部レース入賞廷表彰式

12月13日（木）18：0012H1aIゴ(､木ノ18:00より日末船尚劇クラブ今港室にて本毎府下半朔の各レース入

賞毒の妻彰式を、引きつづいて懇親今、蒼埴オーニーーの田辺二等壷氏念ご厚f鷺による映写諸;堂ミ

します。（鋤鐸妖|]済）
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1967，下半期レース入賞艇

|、 ､Y,
賞、、ス
別､冬

矛8回鳥羽パール

（7／28~30）

矛12回神子元島

（10／20～22）

矛1回シリーズカツブオア5回小網代カソプ

(10／・10／･11／）（11／25～26）
12012
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２
３
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Ⅱ
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ク
1

Ⅲ2

1ラ｜3

ｓＳ工Ｍ１
２
３
－

S〔皿BIRD

一再

KAYSEVENKAYSEVEN

へ

１
２
ろ

Ⅱ

Ⅱ

SAエjMON

月光

SAI｣MONH

さが翠Ⅱ

TONGA

S工RENA

もさⅢ

明日香

SAI｣MONH

さが翠Ⅱ

TONGA

明日香

皿P工OUREAN

S工RENA

１
２
ろ

１
２
ろ

１
２
ろ

ス｜Ⅳ

I

１
２
５

KELONIA

IV

フアスト
MISSSUNBIRD

，一町

kAYSEVEN

I
一
ホーム

｜‐

1967下期
S工RENA

もさⅢ

竜王丸

’

1967，年間
竜王丸

ooNTEssAI

TONGA

相模湾

ポイント

レース

１
２
ろ｜｜

(注）矛5回初島レース（10／28～29）は取りやめとなりました。
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。‐索支部計測委員として、又舵誌にて名司会者振りを発揮し､親しまれておる島田武夫氏（日

本郵船KK工務部勤務）には今回同社神戸支店に栄転され、12月9日赴任の途につかれ寵し

たc

新しい年と諺耕しい職場を迎えられる同氏の今後のご活躍を期待します。

◎才5回通常総会開催

定款才19条による通常総会は下記の日時に開催されます。

日時昭和43年2月18日（日）15：ろ0より

ところ松屋サロン（予定）

へ

◎月刊誌「海の世界」の購読について

当協会の有力な賛助会員であり、密接な関係にある財団法人日本海事広報協会で発行して

おります月刊「海の世界」は海事思想の普及に貢献し、その内容も豊富で、特に最近は「ヨッ

ト」に関しての記事を漸新な視野から掲載しております。

海洋同好の士に一読をおす出めします。

なお、NORCの会員に限り6カ月又ば1カ年購読の申込者には下記のとおりの割引価格で

取り扱って頂くことになりましたから、ご希望の方はNORC本部宛金額添へてお申込み願い

ます。
へ

寓
し

一
三
口

海の世界
定価割引価格

購読期間6カ月1，080円（〒共）870円（〒共）

1カ年2，160円（〒共）1，750円（〒共）〃〃
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◎救命筏について

ヨット向きの「ライフラフト」についてばその品質容量等について改革を期待しておりましたが、

今回日本ゴム商事KKより藤倉ゴムエ業KKがヨット向きの規格のものを開発し市場にその価値を

問うことになったと通知ありました。会員各位が装備されますときには一応照会されては如何です

か。（麻里記）

へ圏一会員の移動

へ

特別会員より普通会員へ

6701高沢実(LIEFDE)

3348岡村欣一良(FLAMINGO)

普通会員より特別会員へ

7826W、B.JAOKSON(LADYMARIANA)

準会員より普通会員へ

る405浅板幹雄(DAMOI)

6613金子嘉弘（のぶちゃん）

6614服部芳明（〃）

6615村田守弘(DAMOI)

6684伊藤修二（天城、）

‐6686西岡一正（のぶちゃん）

6711古屋和子(F1｣AM工NGoI)

4462岡野弘（〃）

海外在留中の会員

五十嵐正彦（6190）山脇淳夫（2327）

R・SCOTT(5590)平戸昌利(5585）
－19－
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５
５
６
６
２

、
ｒ
ｋ
ｒ
ｌ
ｒ
、
ｒ
ｋ
／
、

也
之
男
文
男

男

七
雄
和
正
静

井
田
山
村
屋

向
戸
福
木
古

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

２
３
８
３
５
５

７
５
６
５
２
６

４
１
４
６
５
６

４
０
４
６
５
６

〆
Ｉ
く
く
く
く
〆
１

人
男
厳
吉
卓
雄

靖
輝
浩

水
内
沢
崎
原

岸
涜
館
大
石
桑

脱会申込者

5529岡田政典6681高橋功

1237横田洋一郎6621R､氏牙工SHER

へ

囹新登録艇紹介

｢二置こう雨
－－言一一

艇名|RIG
I

．ー！

Zﾌ゙ｽITcFi 乃OA×I』WI』×B×． フリート！｜

I
1

オーナー
r－－－一一一一－ －－－

エJADY
|s

MARIANAI

(旧ぺ人"'‘､Ⅱ）’

|’
I

186
8540×ｽ200×2“0×1.390IwB..JM""|油壺

5841TRUTHIS
（旧ｴ』工EFDE)|

ｽ4万×6100×2.3“×1.4101中山泰輔｜油壷

6101飛車角ⅡIs 7561551d×25'10×9'"×6:001名和幸夫｜小凋tⅢ

へ

6111チヤイヵIs
ｽ490×5850×2500×1.m01石塚辰雄｜油壺

’ |26pd×20:0d×760×490
"』？

’
612 …Trr諏眼

Bエ｣EU '｡」
植村隆久’一

｜’
’
1

1

｜
’L－ ’

－20－



２

９
へ戸

新入 員（42．8．21～42．12．5）
今
云

（関東支部）

I

ﾌﾘー ﾄ｜所属艇’1

勤務先(TEI｣）住所(TEｴ』）会員妬 氏名

(特別会員）

三輪勝久北区田端新町1－1－1

｡､

､

三輪製薬㈱ (893）5451(893）5451 小網代｜神 州7849

785ｱ|植村隆久|江東区深''漣中島2-↑商船大学寮（641）5479
CORA工工｣エjEUR

B工｣UE

ロ

東京義髪整形

石塚自動車㈱

(874）8821(874）8821

(644）2567

7859中山泰輔台東区根岸5－13－8

7865石塚辰雄江東区東砂町5－16－14

油壷ITRUTH

(644）2567
.T

IIや

Al

〃｜チヤイ力

①

1(普通会員）

7850富永ふく港区赤坂6－15－8（5．85）7856

7851滝良貞新宿区柏木1－125（362）5417

7852山岸弘藤沢市藤沢391（0466）35－3126

7853｜岡角興次｜沼津市大岡1988－3東芝機械高田中央寮

小網代SAIJMONI

油壷月光Ⅱ日英自動車㈱英車課（583）8121

フジサワ名店ビル管理会社（0466）
23－0111

東芝機械㈱冷機製造部沼津（62）
5240

〃 才一製造部矛一機械課

江ノ島MAUPITYH

沼津ozz

785‘|”中克敏｜〃〃竹ﾉ岬7↑'東芝機械南アパーﾄb 沼津(62）5633

〃 〃

ノ

EDWINoT.
7855 横須賀市秋谷4262横須賀(56）4418

WITHERBY

7856藤田憲横浜市戸塚区矢部町791（045）871－2710

|横須賀米海軍基地

|セキト建材工業㈱（871）2710

1大洋漁業㈱（216）0811内526

1白石商店

油壷

小網代

MAUPITY

飛車角Ⅱ

7858橋本正大田区南馬込町5－3518－－508号(774）5881

7862白石常雄長崎市茂里町1－75

"!SAI｣MONI

(長崎）白鯨

油壷;LAMXR,ANA

諸磯工』OTUS

7864M愚證s齢.横須賀市佐島天神ケ崎↑2-↑500
7865倉田勝弘中野区大和町1－57－7早川アパート内：

〃（385）8724

日本大学大学院在学（293）5251

78661池田友彦鎌倉市材木座1－2－8（2）7884

7868津田哲夫杉並区大宮前5一252－2（391）､8606

7870田村勝吾荒川区西尾久2－1－18（893）1024

""11“廻三響裏板繕区車丸町5‘

石油荷設㈱

慶応義塾大学在学

多摩芸術学園写真科在学

油壷CONTESSAH

横浜のぶちやん

小網代NADJAn

油壷i卯月Ⅱエーザイ㈱東京営業所薬粧部

（813）1151

，’（準会員）

7860佐藤潔横浜市磯子区田中町605－5（045）761－4146
ql

7861柴田晴康逗子市新宿4－1971（0468）71－4201

7867伊藤英二墨田区江東橋1－13－6（633）0208

慶応義塾大学在学

早稲田大学教育学部在学

慶応義塾大学在学

多摩芸術学園写真科在学

横浜のぶちやん

油壷おうりゆう

DAMOI〃

’

78‘'|内“寛|埼玉県与野市上落合4~'~↑so（0488）32－7920 小網代INADJAI
1

7872根元紀一横浜市南区弘明寺町153（045）731－6788

7873｜長田泰範北多摩郡狛江町岩戸904（480)1044

鯉|駕無覇蔑寵鴛，~(1，,､‘,”

立教大学在学

青山学院大学在学

慶応義塾大学在学

油壷ICONTESSAH

〃〃

江ノ島｜潮風Ⅲ

｜さちかぜ〃〃

；I

〆~、 へ

－2←”



第12回神子元島レース成績表（昭和42年10月20日～22日）

i1

順 位

(ｲ甲二翫島)回航日調｜至晴時間(FT)iクラースiセール妬I艇 名 艇長 所要時間(ET)|修正時間(oT)オーナー 配．0．F 着順

綜合クラス

’日時分日時分秒

〃8281

〃807.i2117．572201.47．22

福吉信雄781〃15．102122．55．10

福田義一778〃14．312121．52．35

石川昇770，

福永昭762，〃16．182200．11．35

飯島征四郎756〃14．552122．55．37

〃’748〃23．00．00

情水栄太郎744〃16．062200．14．00

〃741〃16．022123．31．52

〃73905．10．00

75612204．002218．12〃

更．A.DRIPS759|2116．152123．51,55

〃732i20.202204．55．45

〃722

宮野邦重7212200．30’2212．24．35

〃7182117.10220C･ろ3．12

〃7112200．20．001
〃7↑0，〃イ6.002200.13.331
〃708〃16．222123．52．10

〃707

福留清彦，706〃17．402281．55．10

〃‘705〃19．05，ソ03．37．15

〃703〃16．46〃00．45．05

〃701

〃712211‘、00．00

時分秒時分秒

山崎達光

M.R､BERKEIJY

竹下政彦

栗林定友

石原慎太郎

寺田保之助

富永弘

奥田広男

i久保田正敬

飯島元次

J･JANSSEN

河瀬直春

R,ｴ』.COOPER

馬渡健治

安岡信一

小林秀一

|近藤禎之
｜沼口日出士

｜守屋克己

大儀見薫

星野利一

森村讓二

中戸将治

加藤栄美

CHR工ST工AN－

SON

豊泉茂基

Hi380:MIsssUNBIRD

〃538MIGRATOR

〃358’潮風Ⅲ

"'x,xKAYSEVEN〃KAYSEVEN

m1188-ooNTEBsAH

〃343利根

"199SAI｣MONH〃SAエ』MONⅡ

〃 305竜王丸

〃」190月光Ⅱ

164さが承Ⅱ〃

〃367TエエJDE

316神州〃

〃385:ToNGA

iV187DAMo工

〃302のぶちやん

〃379MAMBOW

〃381八丈

〃|561AOI｣E乃皿Ⅱ

〃ろ66もさⅢ

〃17，S工RENA

〃312はやとり

〃540sHARKX

〃ろ19かまくら

〃 608明日香

〃 169BAエ｣工JERINA

〃｜ろ691潮（うしお）

DNS

26．47．22

25．55．10

22．52．35

21．37．09

18．40．52

17．47．52

３
２
①

Ⅱ ４
９
②

１

Ｓ

２
ス
）
１

Ｎ

１

，

／
Ｉ ５

７
５
ろ
●
●
１
５
１
３
●
巳

５
３
２
２

19．11．50

17．50．12

伊東入港

18．46．25

18．10．39

機走帰投

機走

18．22．32

21．39．51

Ⅲ5

〃①

２
③

１ 7

２
ＦＮＤ

25．14．00

24．31．52

マスト折損

〃4

〃②

０
６

１ ，

4

DNF

LNF

5

15

DNS

16

10

DNF

8

6（
DNS

13

14

11

DNS

５
５
５
４
の
⑮

１
５
５
ろ
●
●

４
９
２
２

〃③

Ⅳ7

８
５１

37．24．35 26．58．21

18．20．50

Ｑ
Ｕ
月
斗

″
〃

６
７

１

25.33．↑21
航海灯破損

25．13．53

24．52．10

②
①
″
〃

17．．54．37

17．36．27

4

①

26．55．10

28．37．15

25．43．05

19．00．18

20．10．40

18．04．47

５
６
③

１
３
５

１
１

″
″
〃

DNF,

綜
級

1位SIRENA

クラスⅡ1位

クラスⅢ1位

クラスⅣ1位

ホーム:KAY

合
別

2位KAYSEVEN3位SAIJMONH

KAYSEVEN

SALMONH2位さがみⅡ3位TONGA

SIRENA2位もさⅢ5位明日香

SEVENフアースト
－22－



ヴヂ『･=再q

，諄乱､全‘ 1967年SERIEScUPレース成績一覧表

－

－
４
〃
４

目
ｅ
■
１

10月20～22日矛1~2回神子元島レース

コース：小網代一神子元島一小網代約99浬

写
‐
ル
番
号

級

順位｜減点×2
I

ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ

CONTESsAI|S

TONEIY

RYUOMARUS

GEKKoHs

SAGAM工Ⅱs

Tエエ｣DEiS

TONGAS

‘188

545

305

190

164

1367

385

Ⅲ

）

’
１
１
１
１
１
Ｉ

Ⅳ 187

302

381

561

366

179

340

608

Ｎ
Ⅱ
Ⅲ
Ｘ

Ａ
ＯＨ
Ｊ
Ｅ
Ａ

工
Ｃ
工
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ

Ｏ
Ｕ
Ｈ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｋ

Ｍ
Ｂ
Ｃ
Ｌ
ｓ
Ｒ
Ａ
Ｕ

Ａ
Ｏ
Ａ
Ｏ
Ｏ
工
Ｈ
Ｓ

Ｄ
Ｎ
Ｈ
Ａ
Ｍ
ｓ
Ｓ
Ａ

Ｓ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｓ
Ｙ
日

フ S

（注)IYRU減点システムは下記による。

1位0点

230

55．7

48．0

510．0

611．7

713．0

8位以下は順位数に夫々6点を加える。

DNF及びリタイヤーは最終艇の点

失格(DsQ)及びDNSは最終艇の点+4点

10月1

＊1

＊2

日のポイントレ'一スのTCFについて

出艇申告記載のTCF

TONE:RF21.71TOF 0．766

４

－2丑－

RF

23．10

22．82

22．11

21．71

20．10

19．74

19．43

19．31

19．25

18．68

17．77

17．50

16．92

16．82

16．68

16．47

16．27

781：6．14．33

7786．40．00

7706．31．53
＊2
‘7627．27．45

7486．42，48

7446．48．43

7416．38．05

739‐DNF

7396．37．26

7326．57．32

722DNF

718‘6．53．14

7117．54．00

7106．53．55

7086．50．56

7066．57．08

703’7．02．52

4．52．31

5．11．12

5．01．45

5．41．10

5．01．18

5．04．05

4．54．59

4．53．42

5．05．38

4．56．42

5．37．01

4．53。53

4．50．42

4．54．30

4．57．17

2

３
０
５
９
１
６
Ｆ
ろ
２
Ｆ
７
４
４
１
５
８

１

１
１

１

Ｎ
１
Ｎ
１

，
，

０
７
７
０
０

句

３
９
６
１
５
７
１
１
５
８
１
３
０
８
０
０
４

１

１
２
１
１
１
２
１
２
１
２
１
１

781

778

770

762

748

744

741

739

759

732

722

718

711

710

708

706

703

18．40．52

17．47．52

19．11．50

18．46．25

18．10．3，、

18．22．32

21．39．51

18．20．50

17．54．37

17．36．27

19．00．18

18．04．47

25．55，10

22．52．35

DNS

25．11．351

DNF

25．14．00‘

24．31．52

DNF

24．51．55

29．35．451

DNS

25．55．12

DNF

25．13．53’

24．52．10

26．55．10

25．45．05

８
０
４
４
，
６
０

２
６
４
３
３
ろ

２
２
２
２
２
２
2＝20．0

４
４

６
６
６
４
５
６
１
２

５
２
３
４
２
３
１
０
５

２
２
２
２
２
２
２
２
2＝16．0

‘I!≦．
814×

"s『22×
1117×

DNF18×

9115×

5’10．0×

DNF1とx’

7；13×

1218×

DNS‘22×

611．7×

DNF18×

ろ5．7×

1

10116×

48．0×

10月1日相模湾ポイントレース

コース：小網代一葉山一小網代約16浬

｜＊’

|… ETCT 順位 減点 TCF

1

1

1
ET CT

’

’
1 累計 TCF HT OT

｜

順位｜減点 累計

31．0

25．0

60．0

55．0

51．0

4ス0

51．7

5Z0

31．7

54．0

65．0

36．4

56．0

114

0

42．0

30．0

784

778

770

766

745

744

741

739

759

732

722

718

711

710

708

706

703

’6．31．56

16．4144

1DNS

iDNS、

’6．5111

DNF

6．3，39

DNS

6．51.ゞ4‘､8

８

５
Ｓ
Ｆ
Ｆ
ｒ

ｔ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

２
，
Ｄ
Ｄ
Ｄ

Ｚ

6．55．14

ス02．17

Z12．39

5.0ス17

5．18．46

4.5ス23

4．54．33

5，0419

5．23．51

4.53.59

458．08

5．04．0？

713．044．0

814．03RO

DNS120710

DNS’12074．0

5．5．756．7

DNF15．062．0

25．034．7

DNS1，076．0

611．743．4

915．0610

DNS11084．0

DNF15．0514

DNF15．071．0：

DNF115．034．41

1 00

4；850．0

51040．0

７
４
２
７
９
帽
②
①
８
５

稻
旭
加
州
③
幅
６

１
１
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Ｎ
℃
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心

酎
、
討

一
い
、
一

鯛
一
ｍ

い
い
、

四
・
。

帆
一
ゞ

餌
劃
Ｃ

い
の
℃

一
ｍ
ｍ

鯛
、
ｍ

酎
一
。

い
い
別

い
、
酎

一
帆
“
心
一
’

一
臘
」

『
一
満
曲

１
．
８
０
１
．
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
７
１
１
Ｉ
Ｊ
０
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｑ
９
Ｉ
ｉ
Ⅱ
↑
。
‐
１
１
１
１
’
ｊ

調
冊
砂
冨

○
餌
Ｈ
目
鈩
園

ゞ
蕊
到
冨

ｍ
Ｈ
罰
国
軍
少

の
鈩
固
ご
○
屋
国

雪
国
耐
臼
ご
冨
固
只

洪
汁

○
圏
国
富
吋
口
、
国

一
嵩
Ｈ
中
罰
鈩
白
○
罰

参
吠
冒

冨
缶
口
弔
Ｈ
自
問
胃

冨
缶
冨
唾
○
言

塁
罷
ご
劉
鈩
国

○
○
垣
日
固
ｍ
の
鈩
匡
．

劃
灘

寺
悉
一
三

臼
Ｈ
固
口
圃

目
○
塁
早
鈩

、
圃
鈩
雲
Ｈ
臼
○
輯

ご
ソ
黙
〈
が

、

丑凋Wc-{III÷劃、÷雄鍋両蒋肖叶珊汁さ申的
‘ 毎‘．識
刀l白b鼠識諸弼諒井田剛目ロウ鶏剛製,証剴對菩

|蕊壼；．””””“胃”””．‘”lll汁>+g->hi
l爺塁罰屋＞雪雷雲｜】＋〔'」目一HN郵誤郷測Ⅲm>H
トー,．

ｌ
Ｉ
ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
ｌ
ｊ
Ｊ
Ｉ
４
Ｉ
Ｉ
‐
ｌ
ｌ
６
Ｉ
Ｉ
ｊ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
、
６
１
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
１
ｆ
ｌ
１
Ｉ
！
‐
Ｉ
１
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
９
●
５
１
－
‐
０
４
１
１
１
１
１
１
１
１
Ｊ
１
．

斗
１
斗
Ｉ
一
浦
珈
一
Ｂ
ｏ
弓

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
」
‐
‐

ﾛ

へ

職
、
回
ラ
議
鳶
計
唾
叫
で
１
Ｎ
厩
識
削

弱
苦
径
胸
．
一
一
．
個
切
，
ｆ
ぬ
い

配
剤
湖
雲

中
誼
田
伽

芽
升
舜
鯏

汁
燕
諏
撫

到
当
裡

与
詐
苦
‐
洲

嵐
需
意
Ｎ

蹟
叩
吟
招

罰
。
、
画
罰
凋
固
曽
閏

叶
田
淵
呂

雄
田
武
洲

叫
頚
苫
矧

皿
罰
熟
汁
習

ｏ
ｍ
ｐ
Ｎ

●
ゞ
一
口

・
凶
一
毎

．
凶
胸
一

・
弐
口
一

．
Ｎ
、
一
ｍ
一

珍
渕
ロ
一
一

ｐ
】
ｍ
か

。
Ｎ
ｍ
ｍ

ｏ
Ｎ
ｍ
砦

。
ゞ
ｐ
ｍ

ｏ
Ｎ
ｍ
ａ

．
Ｎ
公
か
一
一

Ｉ
Ｐ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
■
Ｉ
Ｉ
０
１
Ｉ
Ｉ

－
曲
心
Ｉ

ミミ

碑
州
諒
一

回
罫
報
亜
一

門
、
一
ｍ
・
ロ
ロ

一
ｍ
．
□
、

一
ｍ
。
ｏ
Ｇ

－
ｍ
“
一
心
一

一
ｍ
．
□
ロ

」
一
切
二
つ

一
四
・
一
ｍ

－
，
．
岬
い
一

一
ｍ
一
口

一
四
・
一
帆

一
ｍ
・
担
口

一
ｍ
、
い
、

己
。
室
。
域

Ｕ
・
塁
・
画
一

ミミ､ ご

（
ぬ
、
ｍ
悶
岨
Ｌ
里
壷
簿
、
〆
蕪
）

汁
崖
画
刷
日
ロ
）
目
黒
再
園
○
財
○
で
ｌ
、
Ｘ
註
三
￥
幽
獣
等
砲
斌
亘
寓

片
ご
冷
誘

ｐ
ｐ
ｍ
凶
‐
心
、
－
信
，
、
い
，
Ｐ
、
一
一
．
一
ｍ
↑
ロ

ロ
ー
，
帆
の
．
□
帆
一
ｍ
い
②
．
□
酎
一
函
一
Ｇ
門
侭

ロ
一
・
四
幻
ロ
、
一
切
、
幻
口
の
一
い
帆
一
．
印
利

口
砲
↑
悼
一
。
ロ
帆
一
昼
胸
一
．
ロ
帆
一
一
．
い
い
．
い
、

ロ
掴
・
磐
凋
・
↑
、
一
・
信
悶
・
心
の
一
間
い
、
．
□
ゞ

つ
い
鼻
Ｐ
一
心
一
弐
姪
Ｐ
一
℃
一
脚
一
Ｐ
ｍ
Ｃ

ｏ
い
、
岬
一
ａ
一
別
切
酎
”
↓
・
一
門
。
、
ロ
餌
・

ロ
一
・
一
今
．
四
Ｎ
一
ｍ
一
星
。
帆
討
一
画
・
捨
試
一
℃

ロ
、
。
ｐ
一
・
一
帆
↓
幻
ロ
一
・
一
四
一
ｍ
砲
口
、
ゞ

ロ
、
。
－
ｍ
今
酎
↓
幻
一
ｍ
・
搭
蜘
一
脚
今
侭
搭
一

一
一
・
酎
ｍ
・
ロ
、
門
ｍ
・
蜘
切
・
口
印
一
ｍ
》
一
α
・
ロ
画

一
脚
ロ
脚
ｐ
ｏ
ｌ
門
別
ロ
脚
ロ
ロ
一
幻
銀
Ｐ
一
ロ

埋
潔
覗
宝

（
弓
臼
）

へ

里

？

到
墹
覇
亜
一
雨
計
器
塁

（
圃
日
）
｜
（
○
日
）

６
●
Ⅱ
７
１
Ⅱ
’
’
’
１
１
１
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｒ
，
ｊ
１
０
ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‐
ｌ
Ｆ
ｒ
．
’
‐
１
１
４
１
‐
１
．
．
Ｉ
ｌ
Ｉ
０
ｒ
．
，
Ⅱ
Ｉ
９
Ｉ
ｌ
６
０
ｒ
‐
１

一
酌

一
心
一
⑤
〉、

升一ｄ
ｍ
Ｐ

訓、α℃
｜
、
’

一
一
一

講
巾
画
廊

眺I
＝

江Z！．

一画いＰｎＬ

共Ｕ
ｍ
ｐ

Ｇ、ｍ○、
一
口

一
一



､一一一一一

ロ
や
坐
争

｛
詮

L

屯

へ 竺

号
巴

十■・

÷

二
一
ま

へ

L



囹支部だより（抜幸）

今回は各支部より原稿が集まりませんので、支部ニニーース、電話連絡等によるものを抜華記載し

ました。（麻里記）

1．束海支部

。東海支部の事務を永らく担当されていた大橋理事は自家開院のため9月7日付にて辞任され、

佐藤充弘氏が新事務長として、奥村道子さんをアシスタントに迎え執務されることになりました。

東海支部事務局～名古屋市中区錦5丁目21－－24

『

・匁邑

㈱東海銀行TEL(052)211-1111

内線3844．4251

◎對東支部開催の才5回小網代カツプレースにCHITAⅡ世が参加出走され所要時間15:58:

03で着順2位、綜合で3位をもって入賞を飾りました。

乗員＝丹羽由昌（艇長）角田博、隅谷洋一、曽我二郎、坪井二郎、村井千尋

◎表彰式開催～12月7日（木）18．00より東海銀行

主悦町クラブ食堂にて本年度の入賞艇表彰式を開催されます。

2．京都支部

10月14日（士）16：00より平八茶屋（左京区山端）にて総会に引続き盛大な表彰式が催

一されました。翌15日にば才10回理事会が同所で開催され、上洛の各理事も参列し、懇親会もあ

り、京都支部の発展を祝福しました。

◎表彰艇
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以 上

ろ．各支部長にお願い L

例年より数日早目に盈常総会(才5回）が開催され寮すので、ご所管の昭和4”渡収支爽算へ昼

書と昭和43年度事業計画雲、収支予算善（各案）等を昭和43年1月15B迄に‘膠着す

るよう作成方お願いします。（本部）

編集後記

1967年もやがて「螢の光」を奏でそこととなり主す。

本年度の諸行事も各支部とも無事に、多大の成果を伴なって終了いたしましたことは同j糸の語り

で、新しい年を迎える毎に当協会の発展は飛躍の一途を期しております。これらにくらべNORC

ニュースの誌面は刷新向上の体もなく恐縮しています。寄稿にご協力願います。

迎える年は会員各位に多幸である様に希っております．（麻里記）

へ
■
凸
雷

ｅ
Ｄ
ｒ

峯

－26－


